
□
☑

□
□

7 注射①
講義
演習

注射⽅法の種類と特徴
注射⽅法と吸収速度
注射に使⽤される物品の種類と構造

5

経⼝与薬・⼝腔内与薬
②
吸⼊・点眼・点⿐②
経⽪的与薬・直腸内与
薬②

演習
（実習室）

6

経⼝与薬・⼝腔内与薬
③
吸⼊・点眼・点⿐③
経⽪的与薬・直腸内与
薬③

演習
（実習室）

経⼝薬（バッカル錠、内服薬、⾆下錠）の投与
薬剤の管理

経⽪・外⽤薬の投与

4
吸⼊・点眼・点⿐①
経⽪的与薬・直腸内与
薬①

講義
演習

2 与薬の基礎知識②
講義
演習

3
経⼝与薬・⼝腔内与薬
①

講義
演習

薬物動態
与薬における看護師の役割（安全な与薬と管理）

経⼝・⼝腔内与薬の種類と特徴
経⼝・⼝腔内与薬の実施⽅法

吸⼊・点眼・点⿐︓種類と特徴、実施⽅法
経⽪的与薬・直腸内与薬︓種類と特徴、実施⽅法

回 学習項⽬
授業
⽅法

1 与薬の基礎知識①
講義
演習

学習内容

薬物の使⽤⽬的
与薬⽅法と吸収速度

到達⽬標
１）診療過程に関わる看護の基本技術を⾏う上で、対象に及ぼす⾝体的・⼼理的苦痛を踏ま
え、安全・安楽に配慮した与薬に伴う技術を習得することができる
２）安全で安楽な技術を習得するために⾃⼰課題に計画的に取り組もうとしている

ディプロマポリ
シー(DP)

⼈を⼤切にするこころ
現象を適切に把握し地域で⽣活する⼈を⽀える看護実践⼒
チームの中で連携・協働するための⼒
専⾨職業⼈として⾃⼰研鑽する⼒

科⽬⽬標 診療の補助に必要な知識と技術を習得することができる

単位数
(時間)

１単位
（30時間）

43．与薬に伴う技術科⽬名

履修年次 ２年次 科⽬区分 専⾨分野



15 輸⾎管理②
演習
(実習室)

13
注射⑦
点滴静脈内注射・管理

演習
（実習室）

14 輸⾎管理①
講義
演習

援助の実際

輸⾎療法の概要と⽬的
輸⾎療法の種類と管理⽅法

輸⾎の副作⽤
輸⾎の実施⽅法

11
注射⑤
点滴静脈内注射・中⼼
静脈カテーテル

講義
演習

12
注射⑥
⽪下注射・筋⾁注射

演習
（実習室）

点滴静脈内注射の管理
中⼼静脈カテーテル留置の概要と管理

援助の実際

9
注射③
⽪下注射・⽪内注射・
筋⾁注射

講義
演習

10
注射④
静脈内注射・点滴静脈
内注射

講義
演習

⽪下注射の概要と実施⽅法
⽪内注射の概要と実施⽅法
筋⾁注射の概要と実施⽅法

静脈内注射の概要と実施⽅法
点滴静脈内注射の概要と実施⽅法（混注）

8 注射②
講義
演習

正確で安全な注射実施のための看護師の役割と責任
注射の準備


